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フモニシンB1の発がん性について 

実験動物慢性毒性試験データ 
 

 

 

 

 

 
遺伝毒性データ 
 

 

 

 

 

 
 
 
ヒトの食道がん 

・トウモロコシを主食とするアフリカ及び中国で、トウモロコシの F. verticillioides 汚染とともに食道が

んの発生率が高いことが報告されている（ヒトにおける証拠は不十分（ＩＡＲＣ））. 
 
 
作用機序仮説 

フモニシンＢ１の毒性メカニズム 
 

 

 

 

 

フモニシンＢ１の発がんメカニズム仮説 

・酸化ストレス（#223、#402） 

・遺伝子発現の変化（#197、#101） 

・細胞膜を構成する脂質の変化（#93、#95） 

・セカンドメッセンジャーを介した細胞シグナルの変化（#274） 

・アポトーシス、細胞崩壊、細胞増殖（#75、#180） 

・ＤＮＡメチレーション（#234） 

 

雌マウス（ＮＴＰ試験） 
0、5、15、50、80 mg/kg 飼料の FB1 を雌に 2 年間混餌投与（#103）      肝腫瘍  NOAEL 2.1 mg/kg 体重/日 
（＊ＮＴＰ試験における雄マウス肝細胞肥大の NOAEL 0.6 mg/kg 体重/日）              

        
 
雄ラット（ＮＴＰ試験） 

0、5、15、50、150 mg/kg 飼料の FB1 を雄に 2 年間混餌投与（P#103）           腎腫瘍  NOAEL 0.76 mg/kg 体重/日 
（＊ＮＴＰ試験における雄ラット腎障害の NOAEL 0.25 mg/kg 体重/日） 

                        
          

突然変異試験 
・ Ames 試験は陰性。 
 

in vitro 染色体異常及び小核試験 
・ 染色体異常試験で陽性。 
・ 小核試験でほとんどが陽性。 

in vivo 小核試験 
・ 小核試験は陰性又は陽性。 

DNA 損傷及び修復 
・ in vitro 及び in vivo 不定期 DNA 合成試験は陰性。 
・ in vitro 姉妹染色文体交換試験で陽性。 
・ in vitro 及び in vivo コメットアッセイ陽性。 

 DNA 付加体形成 
・証拠なし。 

スフィンゴ脂質の代謝阻害 

 

脂肪酸及びグリセロリン酸の

代謝阻害 

 

セラミド合成酵素の阻害 
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